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' . 寡占企業の投資行動

されヤいく新生産方法は , それぞれ生産力水準に差をもつので， そ の 差 が大であればあるだけ， 細. 

格切下げによる市場デヱア拡大の競爭が尘じる可能性も火きい。

このように，排他的に利用しうる新生産方法の導入は， 市場拡大のもとで、は， ョリ優海な新生產 

方 法 開 発 の 競 -令をきわめて強力に促進し，一 矩 期 間 の 後 に ，諸企業の積極的な投资行動を惹起して  

V、ぐよう作用するのである。 そして，生産力のョリ高い新生產方法の開発を基礎に， 全体としての  

布場 拡 大 を 上 廻 っ て ，設備拡張がすすめられ，過 剰 能力が出現する傾向が蹲いレ， そこでは細格切  

下 げ に よ る 協 調 破 壊 の 危 険 性 も 大 き い の で あ る パ

それゆえ，翦 占 諸 企 業 に よ る 糖 極 的 • 突 進 的 な 投 資 行 動 が も っ と も 激 烈 ，かつ :^規模に展開する  

、のは , 以上のように市場の大 _  • 継続 的 拡 大 と 生 産 性 の き わめて高い新生產衣镔の導入とか結合し , 

«しかもさらにョリ優秀な種々 9 新生，產 方 法 ^ •開発が刺激され ^ 入 _ れ 名 よ う な 場 今 と い え る P

X ... X  . . x  ；

' r  ̂ ' . . ' . ■ . ソ.ぃ：'  . ，■ ■ . ■ ■.； ； : へ.ハ-.

.なお，本 節 で 前 提 に し た よ う な 需 要 の 大 幅 .継 辕 的 な 拡 大 が 独 占 資 本 车 義 段 嘴 で い か に 丸 て 生 じ  

る の か ，設備拡張の投資競爭がさらに需要を拡大して —層の投資をあおるというよう：な率積的夢程  

.が 独 A 段階で展開する条件はあるのか，.あるとすれば , そ れはいかなる特徴的な形で展開し， いか 

なる特徴的な制限をもつのか，一 かかる問題は， 第 2 節の末尾で述べたところの投資停滞の波及  

、の.問題と .ともに， 本 稿 で の 分 析 を 前 提 ^ :して次稿以下で究明する予定である。

• (未完）

现 ; 、逆 没 ' - ぬ•も 城 :训 欲 ず

明治10年代におけ:る 

製糸資本の生成と村落構造の変化（m)
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はしがき  確ではない。明治u 年の「器械製糸出願屈 j  (識訪市役

1 :製ネ女工の流出驻弊と# 年形態.(抑卷1:号〉 所湖南支所蔵）に:よると.，そこに■出願者として記載 .さ..れ ......

D 製糸資本と養逛農家一養喪業の展開ど  ているのは 14名であづた。 この「出願届」の 性 格 は 雅 . .
i、m 措造の変化一 ㈣ 卷 4 号） ， 械製糸を開始する為の許可を受けるというものではな 

m , 製糸資本の虫成過程とその性格（本号) からたようである。すなわち出願屈に記載されている

. 者のうち中山保蔵と関兼藓の二人の名がすでに明治9

m 製糸資本の生成過程とその性格 年に器械製糸業者として「信澄蚕糸業史」（下巻2342頁）■

<•* .に.栽って.い'るン'.また.本稿の.「はしがき..丄'(「3 田榮会誌:！

明 治 1 0 年前後長舒県謝訪地方では水 :中: を動力 i す 成 拳 1 号）で示したように「長野 !^町村訪 J には器械 

る器械製糸マニユフ，クチユアが簇生した6 製糸マニ 製 糸 が 「村の成の方北真志野にあり，述屋坪数九坪，

. . ユ フブクザ立ア，の生成 . . '展開は，農永内自.給_ . •  3丨丨業水 .’車差互 :^ 六尺十二人取なり。.一つは村の卯の方大熊 

的労働の製糸質銀労働と養逛労働への急速な転化 • 編 に あ り ，建屋六坪，水車差亙ゴ六尺，八人取なり」と 

成替をもたらして、ゆぐ。すでに前章で検討したように， 記されており , ぶ れ は 「信濃蕺糸業史』 に載っている 

明治 :5’年よ_り .20:_年に至る間，.i部訪郡湖南村南真志野 .：.._ 伊助.(北真志野）と_ 兼蔵か牛山保蔵（大熊）を 指 す も ..

では総人口数，総労丨動力人口数は殆ど変化がみられなのであろう。したがって，明治 U 年 の r出願届』に ； 

かつ.たが，' 養蚕業の急速な箱展，繭生產量の増大が生.■はす■でに.水車を動力‘と' る器械製糸を営業していた令 ' 

じており，また関初平家の資料による限.り，明治10年が含まれていたことは確実である。 ‘ ’

代後半〖こおいて土地所有親模5反以下の未婚の女子は北真志野の関伊助が明治9年に器械製糸を開始した 

製声女0：として働いていたものと考えうるC：とから; ことは「諸願届」。(北真志野. 関保美氏蔵）中の r製 糸 ‘

:農家内勞働の編成替がこの時期に進行したものといえ p 関スル履歴及事蹟 / によって知りうる。 これは伊助 

令の.である。 ' の息子て，製糸結社 r束英社 J 社長の五助が明治 3 4 年， :
幕末開港を機とする生糸市場の拡大が,：製 糸 マ ニ ユ 42年にほぼ同文のもめを厢出先は明らかではないが刼 

ファクチユアを生成，展開させでゆく填合 , な.おここ， めたものであり，湖南村における器械製糸の発展を知 

で検討されるべき点は，農家内労傾)を編成替し,さらる資料どしその一部を示せば以下の通りである 

，には農村の全措造を推転する起動力である器械製糸マ■「製糸么関スル履歴及事结 

. ニ ユソァクチアの生成 • 展開過程今のものである。 長野蟫陬訪郡湖南村乙仳9 赉地士族

. 本窜においては先ず•湖南村における器械製糸寒の明  生糸製造業関五助  '
.治.10年代における.消长を概観し/._次いで閨初宇家の 鹿内3 年却■丹_ 日 印

資料により，関家の製糸経常め展開過程を,資金関係創業  ：

を中心に明らかにしてゆこう。 斯業ノ開始ハ今ぎ！;凡 六 拾 有 余 年 前 ニ ア リ テ 亡 父 .

伊助,創業ニ係リシモ其结時ニアリテハ全国一般斯 

, , ( U  業甚タ幼稚ゴシテ従テ営業微々敢テ挙クヘキ刺战ナベ '

糊帘村において，何時器械製余が開始されたかば明シ而 *ンテ明治杀齡M 際 'ン国勢一変外围K 勒ノ開クル
1 . . f L . . . . . . . . ベ ' .

' ' — 11 1 (639) •— ,
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» 及ら屢々横浜ニ往来シ将来ノ上糸力国鹿ノ主タルヲ 

思惟シ特ニ製糸ノ業ニ脔意シ提糸ニヨリテ製出シ贸 

舄ニ .肖テシモ其座額驻タ霖贷ナリシニ係ハラズ応分.、 

ノ利’益ヲ収メタリキ爾来潜心斯業ニ従ヒ典製造セル 

生糸ハ年製出額ヲ武回ニ横浜ニ送リ贸及ニ資スルヲ， 

例ト七シカ未タ妲模狹少ニ、け 製法ニ適セズ活動亦 

意ノ如ぐナラX 玆ニ明治八ィ丨脔然改贞ヲ図ルニ到ル 

, 改设

明治九年製糸法ヲ讲国式ュ模シ新ニ拾武人繰器械 

工場ヲ逑設、ン•汽 嫌 ヲ設蹬シ窗岡製糸所ョリ教師武名 

ヲ聘シー意斯 業 ニ従祺シ敁質稍外人ノ嗜好ニ適'スル 

ヲ得タルモ其產額苏ナキヲ以テ贸易ノ用ニ供スルニ 

足ラズ逍憾ノ余リ明治十一年自卒先シテ以テ一社ヲ 

結合スル土至ル

結社

従来個人業トシテ営ミ来リシモ斯クテハ規校小ニ 

産額少ナク販路モ亦意ノ如クナラズ玆ニ  _ 結 、ンテ相 

倚リ相須ケテ斯業ノ発展ヲ期スルニ如ダナキヲ慮リ 

新ニ教師四名ヲ増聘シエ女拾武签ヲ增シ稍組檄ニ兒 

. . ルへキヲ告クルニ:^ヒ近村有志畓ヲ勧誘シ创メテ朿 

英社ヲ組織スルヲ得団結心ノ未タ発逹セザル時代ト 

ハ去へ其間ニ於ケル苦心ト辛労トハ殆ント筆芾ノ外 

ナ、リキ而シテ当時ノ签数撤力ニ五洽有余斯業盛況ノ 

. 今時殆ンド見ルヘキニアラザルモ-其当時ニアリテハ 

斯界ノ模範 .ドシテ称揚セラレキJ 
関伊助が器械製糸を開始する時期および器械製糸技 

術の導入過程は謝訪地方における器械製糸の奴開過程 

とほぽ軌を一にしている。 すなわち， 「明治九年製糸 

法 7 伊国式ニ校シJ ，「汽罐ワ設蹬シ常岡製糸所ョリ教 

師ニ名ヲ聘シ j  ■といわれるようにこれは「後に全国 i  

風靡した課訪 .型信州型の拫源をなす』岡谷の間下に明 

治 8 年設立された百人挽の中山社をただちに模倣した 

ものと思われる。

. また，明治 11年 の 「出願jf丨しにその名が記敝されて 

いる南興志野の聞利布ュ門が明治1 8 年の生糸共進会 

出品に際しそれに付した「也糸解説 j  (南其志野，関利 

弘氏蔵〉屮 の 「業務沿茁総説 J には次の如く記されて 

いる。 .

r旧来ョリ生糸製造ニ  3jfセシ力明治十年上州常岡ノ 

辦械ヲ 一5をシ之ニ做ヒテエ女十人取器械ヲ設陴シ製 

造ニ勉励ス同十一年 •ニ茔リエ女六人ヲ增加，ン同業ト 

相謀リ來英社ト称スー社ヲ設 f&ゾン生糸良製ツー体ト 

スル？j f —尽力シ盛火ナラン祺ツ埤奴トセy 同十二年 

横沢共逝会とテ四等褒 :r tソ賜ル间十五年ニ至 ij 社中

ト協議シー層盛大ナラン事ヲ欲シテ本利ノ便ヲ謀p 
エ女ニ十人綠ニ墦加シ扑中ト共二相瓦ニ検丧方法ヲ 

設ヶ生糸ニ改良ヲ加ヘシニ依 リ年度ニ製糸苡ヲ増加 

シ追々横泝売先ニ声価ヲ得同年ョリ十六年ト好値段 

に阪売ス其年ノ相場ニヨルモ / トイへトモ十七‘メ丨:.ノ 

. 如キへ、十六年ョリ大井ニ売先都合ョク価格モ宂シキ 

ニ付テハ今後弥社中協讅シ多額ヲ産シ盛火ナラソ_  

ヲ諶ム」

関利右ュ門にあっては 1明治十年-上州富岡ノ器械ヲ 

一覧シ之ユ倣ヒチ J 器械を設置すると記ざれてV、も' が , 

同人が明治 1 2年横沢共進会に也糸を出品するに際し 

ての解説では「明治十マ年炭火ヲ贺スル蒸汽器械ヲ模 

造シ水审ヲ仕掛」「平野W中山社ヨリ女教師小松かねラ 

m入 レ伝習j するとあり . 中山式を校倣して明治1 1年 

に器械製糸を開始したとみるべきであろう。 ともあれ 

湖南村の器械製糸は利右土門の場合も〖h i 丨社より女教 

師を招いて開始されているのであり，颉訪地方擗械製 

糸の先駆平野村（現岡谷市）より遅れること1 〜 2 年で， 

それを模倣して開始をみたといいうるであろう。そし 

てこのことは訑訪地方における器械製糸め伝播• 普及 

過稅からみても決して遅いものではなかづた。1

湖-南村における器械製糸の開始が明治9 华であった 

とすると，その 2 年 後 の 「出願届 J にはすでに 1 4 名 

が器械製糸を出願しているのであるi 14名すべてが明 

治 1 1 年に器械製糸を営;^んだかいなかは明らかでは 

ないにせよ，器械製糸の急速な普及をそごにみるとと

ができよう。 ：
• • < • '. • * ；

誠 訪 地 方 に 「中 U i 式」の器械製糸が普及するとき ， • 

す で に 本 槁 の I ，n で述べた如く , 勞働カおよび繭を 

調達しうる故盤は詉訪地力 •に存在しでいたものと u 、え 

るであろうが，’さらに，製糸用盌械はどのように調達 

されたかが明らかにされなければならない。湖南衬に 

おいても，器械製糸が急速に普及したとするならば， 

製糸 ; H 器械が容易に調速されえた窖である

製糸機械は乎による繰朴四転勞慟にかわって水卓を- 
原動力として糸取枠を问転させ*煮繭過程では七輪で 

炭火を用いて繭を翁るのにかわって，大签で’r勸を沸 

し，その蒸気をパイプで各挽子の煮_ 鍋 (陶製円形)と 

繰糸鍋（陶製半月形）へ送るいわゆる蒸気前の方を 

とるものであった。この上うな骰械がいかに調達孝れ 

たかを衔興志财製糸業者金子長内家のr明治十一戊贸 

尔鼢械諸入赀帳一月企子長内 J によって尔してみ 

よう。原動力としての水】Uは粉ひき#に小型のものは

112 (猜 )
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尚與志野においても使用されていたものと考えられ，

水屯動力の導入についてはとりたてて問題はなかっfこ 
であ1ろ，う..B 谠繭過賴では先ず2 石 5 斗入の大.签も在来 

技術によって製作しうるものであり，煮繭叙，繰糸鍋 

は陶製で，伊奈の赤羽拫村に注文を出して調達し，蒸 

気を送るパイプは祌宮许の金物作に注文している。 し 

たがってM糸器械は，在来手工業技術を以てして製作 

可能という性格を迪本的亡もち，かかる手工業者が神 

宵 -寺村にすでに在住しているという颉訪地方め社会的 . 

分業の発展を荘礎として，さらに，器械に必鹿な部品 

は，上誠訪町の商防で調述しうる範诎のものであった 

ことが知られるのである。金子家め作業場は屋敷の一 

隅に建てられ，特に新たに敕地を求める必耍もながっ 

たの、で，作業場，轉械一式，水屯製作め手間を含あて , 

2 0人取耱械が明治1 1年 で 120 PJほどで'衰置されてい 

るb である。盔械が在来手工業者•め技術によって容易 

に供給し 0 る迚格めもめでもったと〔、うことは，器械 

製糸普及の故礎条件であら /こ。そうであらたとザ名な 

らみ，その趣礎条祥を利州しうる：#はどのような性格 

をもつものであ4 たであろうか；

湖南村の製糸業者の性格を個々に亙って全般的ゼ解 

明するには資料に欠け， ここでは関初平家の経営めふ 

を検討することにするが，それに先だづてなお湖南村 

の 明 治 1 0 年代の製糸業の展開をあとづけながら，冬

釜 一 式 ; 2 石 5 斗 入 2 6 円 2 5 銭 小 島 才 ー 郎

水 率 材 木 人 9 6

迚 具 2 . 2 0
tn辺 の 妞 具 段  

• 繁 治 郎

餉 の 火 樋 ， 釜 ロ
2 . 0 0

手 金 .
小 和 田 め  

銅 子 厫

フ シ コ キ . • ギ .リ ...針 が ね 3 , 2 4 湯 S わ 大 工

ガ ラ ス 1 . 3 5
表 町

原 m 屉 又 右 二 阅

五 分 板 ， 9 6 枚 2 . 8 3 5
行 倉 の  

岡 本 _眷 . 平

パ イ プ ， 2 0 丁 2 6 . 0 0
神 宮 赤 の 金 物 作  

矢 沢 修 善 :
小 ぱ さ み 金 2 2 丨

2 . 1 0
大  6 J
パ イ プ 取 付 手 当 • 7 5

は ん だ •， , 2 0 ：

器 械 * ^ ケ 所 . 2 0 人 取 場 . 
大 枠 1 8 , 材 木 手 問 供 : 3 4 . 0 0

祌 宮 寺 の 大 工  

守 矢 餓 八 ，

半 月 2 2 , 外 法 2 尺 2 寸 ， ■)
伊 奈 の 赤 羽 极深 さ 2 寸 5 分  1

丸 鍋 2 2 , 外 法 8 寸 ， . I 5 . 0 0 瀬 戸 物 作

. 港 . 屋
深 さ 2 寸 5 分  J

篤 宇 駄 賃 . 2 5

針 が ね . 1 3 5 町 の 丸 角 屋 .へ …'.
_材 _ . . . 木  ... 4 . 2 5 鶴 寺 • 沢 之 举

奉 ん と マ 5 問 ： . 1 . 2 0 祌 货 寺 の 瓦 屋

屋 根 板 : • 竹 . 騄 賃 _  ； 7 . 9 2

総 計 : 1 2 0 . 6 4 0

第 13表.舞械製糸業者の変遷

明 治 9 年  

所 有 耕 地

| 明 治 2 1 华  

1 所 右 耕 地

■ 治 3 _  

所 有 耕 A

明 治 1 ? 年 2 月  

銮 数

明 治 1 3 年  

釜 数

叨 治 1 6 年

簽 数

明 治 2 6 年  

签 . 数

O 関 伊 助 北 真 忠 野

セ

1 4 2 . 1 4 1 2 4 . 0 9 1 8 1 . 1 5 1 8 1 8 4 0 4 6

O 金 子 . 長 内 帘 真 志 野 2 2 2 : 0 7 1 4 1 . 0 3 2 2 5 . 0 9 2 0  ’ 2 0 2 5 3 0

6 関 初 平 パ ■ #>. 2 0 0 , 2 1 1 5 7 i 1 4 2 0 2 . 2 4 1 0 1 0 1 3 3 9
■ i

O 関 利 右 年 門 レ 、 ：： ” ..... 1 0 8 , 1 3 1 3 6 . 1 0 2 1 4 , 0 9 ( 1 6 ) - 1 7 1 8 4 0

0 牛 山 保 ，蔵
大 熊 1 2 1 6 . 2 5 3 4

■ ■ {

Q 藤 森 窗 左 モ I T 北 真 志 軒 2 3 0 . 1 1 1 5 4 , 0 0 3 4 8 . 0 5 1 2 1 5 •
：

o 藤 森 庄 兵 衛 // 1 9 8 . 2 7 1 8 1 . 2 8 1 9 0 .  2 4 1 2

O 金 _子 黄 _ 古 " 2 1 k  0 9 2 3 5 . 2 6 1 4 1 . 2 3 2 0 1 5

O 金 子 治 郎 右 土 門 // 9 2 . 1 2 3 2 9 . 0 2 4 0 0 . 2 5 2 0

>■；
. . . . , \

。 塯 沢 源 之 丞 大 油 ' 1 1 9 . 2 8 1 0 6 . 1 2
................ ：. /；

6 金 子 亩 右 ュ 时 南 真 志 野 . 3 . 0 9 ; ; 5

o m 兼 m 大 熊 . . .  ■ ；■.

■ O 藤 . ' * 驻 太 郎 不 明 . . ' 1

O 宮 坂 平 - 古 北 克 志 野 •
, . . ：i

藤 . 森 驻 沿 ュ 門 不 m
： . ' . .

1 0 1 0 . 1 5

m 商 平 次 咐 攻 志 針 M .  2 8 8 . 2 7 2 3 . 1 9 5 1 4

: 藤 森 銀 左 ュ n it 2 1 . 1 8 1 0 . 0 6 1 2 . 2 3 4

関 W - 蔵
" 3 9 , 0 3 2 7 . 0 0 4  •

»

通 藤 元 衣 本 l "J 不 m
- 1 1 1

■
■ ン-',':.〉…
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沿奴挪课秘卿部贫撒撕保'猫^效^撕 猫 猫 於 挪 战公卿职财を獅別财̂

明治10隼代におげる製糸資本の坐成と i寸落構造の変化（出)

の性格を考えてみよう。 ，

‘湖南村において器械製糸が開始され名のは前述のよ 

うに明治9 年明であるが r倡•濃赉糸業史 j  (「長針煨統 

計 #」）丨こよって10年代の湖洧村の製糸業者をみるi, 

明治，1 2 年 に は r拾人取以上 J の製糸業者めみしか知 . 
りえないが，その数7 名， うち6 名 が 1 1 年の器M製 

系出願者である。 しかしそこには別洽.1 1年には 1 6人 

取の器械製糸を営んでいたとみられる南興志好の関利 

右ェ門の名は馬出されない。 したがって，すくなくと 

も明治 1 2 年には，湖南村に「价人取以上j の製糸業 

、者は 8 入はいたものといえよう。 ..
明治 1 3年には签数1 0釜以上は9 名，そめ他は5 釜 

' 以下で4 名 計 1 3 名の製糸業者が見出される、丨そのう 

ち 叨 治 1 1 年 の 「出願届』に記敕されている者は合名 

である。 したがって若し11.年の出願者がすべ :t：製余 

を営んでいたとするならば , チでに明治 1 3 年までに 

5 名は旄土したことになる。 もっと,も, このうち，大 

飴の増沢源之丞は火熊の牛山保蔵の，当初からか秤か 

は明ら.かにし炎ないが , 明 治 3 0 年前後まで共间経営 

者であることから，前記の辑中に名前が見出 :されな（、 

ことも，考えられるのである。 したがって，それを考慮 

してもすくなくとも4 名は廃止したとふられるのに対 

し，1 1年以降 1 3年までに , 新たに営業を_始したと 

みられる畓は4名である。

明治 1 6年には 1 0签以上の製糸業孝は9 人， うち明 

. 治 11年の出朔杏は6 人に減じ，また. 1 3年がら 1 6年 

の間に新たに常業した街は1 名に過ぎない。10年後の 

明 治 2 6 年までには製糸業教は5 名に取ずるが，いず 

’れも丨刃治11年の出颇者であって， こQ 1 0年間丨こ新た 

，に開業して 2 6 年にも営業している者は見出せない。 

明治 ?:6年のこの 5 名のうち 4 名は一■応今次大戦によ 

、り彼等のつくる株式会社柬英社の解散するまで残って 

いるのである。

以上のように，叨 治 1 0 年代は，.湖南村では製糸桊 

の新設，廃止の大きな変動をみせてV、るが，特に呼治 

1 5 - 6 年-以前ではそれが激しく , それ以降では新規に 

営衆を開始する者はほとんど见出せず， また旣荏の製 

糸梁盎も多くは淘汰されるのである。 したがって，湖 

南村としては明沿1 2印の签数 1 1 0より明治1 6年まで 

に 174釜に坳加するが， 明治 1 9印にはか先って減少 

をみせ，明治 2 6年で，1 6年水準をわす’かに凌ぐ 189签 

：となっており，結局湖抱村の製糸槊が金体として急速 

' に発Mするのは 2 0华代後半からであった。 もっとも. 

m沿 1o 印代においても，m的 2C ¥ まで経営を続けて

いる関初平 , 金 p 设内 , 丨划利右二門, 関併助，牛山保 

蔵は签数を墦加させていたのである。. …

かかる製糸経常の変勁は生糸也鹿贤中に占める80%

にも及ぶ繭価格および生糸細格の極めて大きな変_ に 

より，総じて開港後市場奪件.が有利に展興されながら 

も, 極めて不炎足な生摩条件味 り，：事細な資金を以 

ては , その変励を乘り切ること,ゆ出来難かったものか 

:ら生じたといえよう。その変動の下において , 生産 を . 

続行しうるにば金融の太小が左右するのである。そ9  

金融条件の藓礎となるものは叨治初年の製糸おい 

% も土地所有である。 そこで明治 1 0 年代の■[糸業者 

の土埤所有q 状態を検討すれば次のc とが知られる。

第 1 に明治 1 1年の器械製糸出願者14名のうち，南 

此両真志野で10名を占めている。, 号のうち8 名汴南 

北真志野と:し;;Cは上辱の 1〜2 町規模の土地所有者で 

ある。 また明治1 2年以降に製糸を開給レた 5 名めう 

ち 3 名は南真志蛘で , 他は村内のV ずれの村'辱かは不 

明であるが，その 3 名の土地所有規模は5 反俞後で ,

南真志野としては中位•の所有缉模であ.った。すなわち， 

南北真志野で先ず费械製糸を営もうとしたふ，あをい 

は営んだ階層の i 力ゆ：1〜2 町の土地所有考層セあり， 

i : のうちに明治 2 6 年まで製糸を営む者が残り) 5 皮 

以下の階層はいずれも10年代前半で廃止していや。

第 2 に製糸業者の土地所有規模の明治9 年 と 2 1 年 

の変化をみるど次のことが明らかにされる。 明 治 26 

年まで製糸を替なんでいる南北真志野の4 名中関伊助， 

金手提内，関知平の 3 名は，長内の8 反余を最高に耕 

地を踔少させ , 関利右ェ門のみ増加してし、る‘6 その他 

藤森當左ュ門 , 藤森庄兵衛，增沢磾之丞も若干減少し 

ている。それに対し，金子治郎右ょ門 , 金子寅吉の2 

名は耕地を増大させているが， この2 名 は 明 治 1 6 年 

までに製糸業がら手をひいてI 、るめである。 特 金 子  

治郎右ュH は 明 治 1 2 年には湖南村で尋大規換ヒ厲す 

や 20 签を経:営 b ながら明治 I 3 年には廃寒しているの 

である。 ビのことは明治10年代において , 1〜2 :町q  

土地所有者に，土地所有與模の拡大か製糸業かの選択 

を許す条件が存在レてV、だことが推測されるのであり， 

製糸業を選択した者は，関刹右ェ丨“丨を除きいずれも土 

地所有規模を減少させためであり ; 製糸を鹿!!:しI  $  . 

のは土地所有規模を拡大する傾尚が認められるやであ 

.る。この土地所有への傾斜 , いいがえれば不安矩な , 

投機的祉格をもつ製糸業に対して安定した,確実な半 

地所有への依存は，湖南村において明治 1 0 年代に難

114細

H 牲逆三苎！j：g»製糸资木の生.成 4 村落擗造の変化（m)

大の土地所冇湛である北剪志野の中沢_右ェ門（明沿 .

9年耕、地10吋 r 反 4 畝〉，中沢佐金治（同. 6.町_9反 8做)

金子治左ェ門：(同 2町？反 8 献）等は製糸業には手を 

.出していない^:とに乐.される，すでに矢木叨夫氏も.指

摘しているように（r 日本近代製糸業の成立』252頁）雜 

末jWまでにすでにかなりの，.すなわち湖南村ではほぽ 

3 町举以上の土地を保有しえていた地主層は不安矩な 

.製糸笨には進出しなかったのである。また,屮沢磯右 

ェ閃は横浜生糸取引にも從取する商業活動を仏*く行な 

っており，前期的商業資本として大規模に活動する場 

合にも製参には進出していないのである。中沢佐金治 

は 明 治 2 1 年に 8 町 1 反に耕地所冇規模を拡大する。 

明 治 1 ? 年に製糸を廃業する金子治郎右ェ門は明治9 

年の 9 反 2 畝から明治 2 1 年の約 3 町 3 反へと同じぐ 

. .拡大するのであ .る。

第 31•こ，明治？1 年から明治36年にかけて，先に耕 

地を減少させた製糸家は旧規模には復するが，それを 

遙かに超すものではない。明治 20年代後半から 3 0年 

代は製糸資本の確立展開期であるが，製糸資本として 

は土地を浓中する運動をみせていないとみるべきであ 

ろぅ。 Cの間，明 治 2 1 年には 9 年に比し耕地の減少 

がみをれた藤森富左モ門は製糸_ を廃し , 明 治 2 1 年 

の 1 町 5 反から , 3 6 年の 3 町 5 反へと耕地所右規模 

を拡大し , 明治 9 年の 2 町 3 反を大ぎく凌駕する。耕 

地を増加させX きた関利右^ •門も，明 治 3 0 年前後に 

は製糸を止;めて， さらに.土地を集中し，明 治 2 1 年め 

1 町 3 反 5 畝 か ら ；3G年の 2 町 1反 4 献へと披大した 

のである。すな却ち，製糸資本として確*ナる者は土 

地所有べの依存は弱く， これ^ :対し,麵糸を鹿した击 

は土地所有規模を明治 2 1 年以降においても拡大し， 

土地所有に存しようとずるめ *である。 .

第 4 に, 明审 1 2年以降南真 ;fe野で 4 ~ 5 签の製糸を 

:}相始したと思もれ .る..g 反以’下屑の 3 名 は 明 挣 2 1 年ま. 
でにゆ製糸を廃しながら，い十れも土雄所有規校を減 

少させ , きらには明治 3 6 年においても明治9 年の旧 

規換に後U：Cはいないのである。又，明治 1 1年の出願 

者中，南真赛虾では煅も零細土地所有者であった金子 

吉右ェ門は，明治 13年には 5 傘を緙當しているが，明 

治 2 1 年までには土地を f ベで失つて湖南村から移転 

してV、る。すなわ i 無械製糸を継続.燊展させる為に 

'は，.：明.治 1 0 年代において，..すぐなぐ .と.も 1.町歩の耕 

地を所有していなければ , 繭価格 , 生糸M格の変_に 

;耐え多ことは出米なかったとみてぎしつかえな i 、であ 

るう。すでに明なかにした如く，_ 治 1 1苹に 2 0签の

器械製糸を關始する為の設備資^;は120内程であった 

とすれば, . 5 釜，10盔ゎ設備资金め調速は，马時にお 

いても , 無尽等により*灌細土地所有者にあっても不 

可能ではなかったであろう。 しかし，繭解入資金の.手 

当， さらには仙丨格変動への対応は， UIJ•艰U h の十地 

を所右するにいたっている資鹿家でなければ可能では 

なか勹ためである，：

器械製糸を常衆するにあたって土地所右のもっ盘味 

は, 土地所有の大小が資金_ 達力の大小を規足するこ 

とにあった。特に，明 治 1 0 年代前半において/製糸 

規模も小さく，技術的にも総じて未熟でパ品铒も不等 

でぁり，かっ繭価，糸価が大き < 唆 !)jす i 琪情の-ドで 

は担保となりうるものは土地の太であっ仁。さらに土 

地所心が村落支配の迎礎として機能しうる状況にあっ 

ては，村落内部からの繭 j# 入，努働カ調违においても， 

窜細4；地所有着よ 'り有利な社会関係をも.づ.てw こと'い 

えるのである。

さて *湖 南 村においても上述如く 1ん2 町土地所 

有者層が器械製糸業に葙手し，マ土ュフy クチュァと 

して富裕化するのであるが，その一部は半期に製糸を 

廃して土地所有へ傾斜する。そのk 者の差與が何に鉴 

くものであるかはなお今後の検討にまたなければなら 

ないが，製糸を続ける関伊助，.金子長内 , . 関初O H  

(関初乎の逝の父）は各種の商業活動に従祺していたこ 

とはしられるのであり，商人的経験の有無が器械製糸 

を発展させる一要因ではなかったかと考えむれるので 

あり，すくなくとも,土地所有規模の问ー性どい5 土 

地所冇者資格のみでは器械製糸業者の性格を明らかに 

するには不充分であり，かかる土地所有にいたる過程 

が明らかにされなければな：らないであろ：ろ^

( 2 )
明 治 1 0 年前後に,湖洧村においても器械製糸が開 

始されるが，それがいかに経営されたか i 以下関初平 

家の事例によって明らかにしてゆごういここでの力点 

は次におかれる6 すでに述べたように，明 治 1 0 年代 

の龈訪地方において，器械製糸を開始するに必迪な労 

磡乎段を供給しう.る补会的分業の発展と穷働力，繭の 

商品べの転化の社会楷造が形成されていたとするなら 

ば，それらを統一してマこュファクチA ア経営を発展 - 

させるに必耍な資金関係，資木荔秸過程を明らかにす 

るととであるが， もと‘より， この点にづいても，資料 

的制約によって不明の点が多々あることはまぬかれえ 

ない， •

•—~ -lib (643) ——
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叨治10年代における製糸資本の处成と衬落檎造の逆化（m)

間家が器械製糸を開始するのは明治11:年で.毛れ 

. をすすめた関初平の出向をみると，初平は , 南與■志野 

の西沢の中農藤森鉍治（明治9 年耕地1 町 i 反所冇）の 

次男で，西沢の関忠平の養子となっている。初平が忠 

平の藓子となぅた年次,あるいは魏乎先の也平め家の 

牲格は明らかでなぐ , 壬中戸籍によれば，蔻父也平は 

明治 5 年以俞丨と死亡し't :いる。初平は関初右ヱ鬥のニ 

女をあとる力t初右ェh が明治 7 年 5 1 歳で死亡しだ後 

初右土叫家を継ぐとととなる。初 平 26歳の t とでぁ 

る。それまで初平がどの i うな仕事fc従事していたか 

は全く不詳でちる。: 初右 i 門ぼ , 出金，生糸# 貿^ ) 5 

めとして . ’ 各種め商茱插動を行なっているが,初右立 

門6 死後，初平が , 切右土h の事業をどめように引維 

いだか碑らかではないが，金銭食倍関係をがなり豳理 

し, 製糸に力を注い 'tH 、くょうセある。 じんし,その 

こと力初右$ 門と初平の非連続性を意味ずるがどうか 

はな和検討を要する点であろう。製糸関係で初平が記 

し始あた女書としてば現存しているものは明治8 年の 

「細系大宝恵戍六月吉自 j からであ0 , 以下それに : 

続いて明治 1 2 年 6 月 「仕入帳 j , 明治 1 6年 7 月 「矢 

定恵」，.明治 2 0年 1 :月:.「:仕入大宝恵丄によって初平の： 

製糸鋒営の発展を示せば次の如くである •(第..19:表)。， 

初平家の経営において画期をなすのは明治ひ年の器 

械琴糸を開始した年である， この年は生糸生産®が飛 

躍的に増大した年であり , また， この年より買糸がほ 

とんどなぐなるという意味で， まさに画期的な年であ

った。 この点を仔細に検討してゆこう。

明 治 1 1 年以前についてみると，初平の製糸経営は 

糸埤よりみれば , ほとんど変化がみられず， 9 焚前後 

である。 しかし， この時期の製糸経営がどのよ’うなも 

のであったか:は叨らかではないが，明治 9 年には！ rぜ 

んまいj を購入しており， 「笆々•器械道具」として4 

円 44錢 I 厘. 1.毛と，記さ.れている.。 .また .冋時に，初平は 

「ぜんまい」 .を金■子長内他 3 名に一1 *ずつ货してい 

この货しが代金の.货付か，現物の贷’f j.かは明らがでは 

な、、。 この年には糸取貨が3 1 円余，すみ代 8 円と記 

されているところからみて，出茶も'なお一部行なわれ 

ていたかもしれないが • 初平家め作業場で「ぜんまい」 

を以で生糸が生産されていだことは確突である。モ し 

て明治8 年 に は 「提系 j と r生糸」 ト記されているも： 

のが, 翌年には， 「捉糸」 と r器械糸 j ‘ と記されてお ’ 

り，「ぜんまい j を以て生産されたと思；b れる生糸を 

「器械糸j とよんでいる。 そ し て 「提糸 j よ り 「器械 

糸丄は9 質 t l にっき /10円高の 4 7 0円で湊村の浜半平 

に売られ弋いるン明治8 年 , 9 年の提糸がどのように 

仕入れられたかは「大定恵 j には記されていなCvが叨 

治 1 0 年には 3 ft 4 9 6匁を 6 1 H  9 6銭 5 厘 :C仕入れて 

おり，その仕入先は南輿志!抒の老であっ た。 しかし，

この仕入i t は，明治 8 年の 9 貪捋に対し , 明治 9 年は 

約 2 質， 10年は約 3 贳 500匁と大幅に減じており，明 

治 9 年は初平の経常において， まさに々土 a フ > ク手

第 2 0 表 A . 明治 8 年， 9 年幽購入1• • 糸売上

瞎 螂 入 糸 版 売

仕 入 先 filli 格 m  • m 数 ‘ iiV filli ' 格 売 先

7 月 6 日〜1 3 日 地 春 繭 * . 38 円1218 VI ニー.
明 8 月 2 日- 1 3 日 洗馬夏_ 67. 7738
f  8 月 2 i 日 一2 5 日 地 H 繭 8.9388
年 1 0 月 A \\ 提 糸 9JT130A 222.683 U  Y: 平

生 糸 8W600匁 191. 1311 浜 半 Y

7 月 2 日〜2 1 日 地 奢 前 *.: 71,9083
8 n  6 日〜1 3 日 塩尻岌繭 99. 2375
8 月 13 ロ 器 械 糸 3«514 匁 142.512 神戸‘千财

I ! 提 糸 ._371匁 、 14.015 常蔵
9 8 月 1 5 日〜 24 FI 松本迓蘭 96. 9823
年 V 8 月 15 f :1〜16 H 地 M  _ 18. 9475

9 I M 2  fj 嵌 贼 糸 5. 713 \ 手 付 金 浜 半 平

提 糸 1.934 J  50.00
沢 半 平

10 i r  4 H .... ；' ! ' . 394.936 "

* 地# _ には. 也を仓めず。



明治10年代における製糸資本<6生成と村落椒迤の変化 i：m)

ュアへの脱皮過程を示すものといえるであろう。

さて，11年以前の初平の経営において资金がどのよ 

うに調述され巡転されたかについてみてみよう。明治 

8 年は繭仕入高のみ記載されておりそれは，1 3 1 円で 

あった。 この年は「提糸 j を 1 0月 4 日に9 3 4 1 3 0匁 , 

2 2 2円 6 8銭 3 嗶で浜半平に峁却するが， う ち 「御改 

料』6 6銭 8 厘を蓮ラ丨いて2 2円 1 銭 5 厘’を請取 ， 200 

円を 1 0月 3 0 日迄貨しでいるンまた「生糸 j  8 贝‘ 600 

匁 , 1 9 1 円 1 銭は売却月ロ , 代金受取り月0 が記入さ 

れていないが , 「大盅7叙_ |によれば8 月 20 H以前には 

生産されていないので当然 , 売却はそれ以降であっ，た 

ろう'。. ところで繭の仕入では，地春繭を 7 月 6 ロから 

13口まで?に 3 8円， 3 月 2 丨;丨から13 H までに洗思:ガ而 

で 6 7 円 7 0銭， 8 月 2 1 日から2 5 日までに地® 繭を 8 

円 9 3銭買付けている。 繭購入月日からみると， 繭購 

入資金には糸売上げ代金は充当されていない。.糸を販 

壳するのも 1 0 月に入ってからて;あり，その代金がす 

ベて入乎されるのは 1 0 月下句であづた。 したがって， 

繭購入あるいは糸仕入资金は； 肖己の手持資金か借入 

金によったものと考えられる。明治 7 年 1 月 (3 EjfJ•で 

「大宝患」によれば借用金惣計が2 5 5円となっており， 

それがどのように利用•返済されたかは不明であるが 

7 年 の 1 2身 2 7 日に初平の突家セある藤森杂治，北真 

志野の金子次郎农ュ門より2 5 円と 1 5円を借入してい 

るだけである。明治 9 年 3 月には大熊の藤森兵左ュ門 

より 5 0円, 5 月 1 6 日に祌営寺の笠原芘左ェ門から70 

内借入してさらに， 1 2月に 6 5 円を福岛耕地の渚およ 

ぴ 「組ノ J 藤森治作から借り受けている。 '
この借入の時期では，特に瓶糸仕入め時期とは一 

.致せず , むしろ年末か , 3 月頃り借入しているめであ 

る。 もちろん， この借入金が繭，糸仕入や糸取賃に充 

当されないとはいえないが，それは明らがにしえない， 

しかし，明治 9 年には，金利を 1 6 円 1 5銭 7 月より 9 
月迄の間に支払っており，それが’費用# 計'上さ>1てい 

ることからみて，繭，糸仕入のためめ資金借人がなさ 

れていたものと推察されるのである。

さて，明治 9 苹は前述のようにすぜんまい j が卿入 

さ れ 「擗械糸」が尘産された年である^この年め繭の 

代入高は 310 H であり，それは , 前年に比し 2, 2 倍糸 

の仕入額である。 もっとも9 年には糸仕入蛩が減少し 

ているので，必驭資金赀としてめ絶対額6 大小を両牟 

にっいて論じえない。 この年は，7 月に荞夏地繭を？3 

KJ仕入 , 8 月 6 |：1から 1 3 日に谥尻方面へ 10 5円 持 参 ' 

して只付に行き, さらに, 8 月 1 5 日から24 P まで松

本 に 120円持参して仕入に出向いている。 このように 

8 月に引続いて二度啟仕入にゆくことは， この年の糸 

売上げと閲係があるものとみられる。すなわち， 9 年 

の 8 月 13 H までに器械糸 3 風. 51 4匁と 提 糸 371匁を 

祌戸の千野常蔵に出荷し，代 金 156円余.を受取ってい 

る。また 9 月 12 ロには怨M 糸 5 貫 7 1 3匁提糸 1 货 934 

匁を浜 f •平に出荷し乎付金としセ5 0 円受取り， 1 0月 

3 日に金額入手している。 したがって， 8 月口日に . 

受取った糸売上代金は， 8 月 1 5 日以降の松本方而の 

仕入資金に充当夸れたとみられるのであり，資金Lai転 

期間のこのような短縮は，也鹿规校拡大，マ— ュファ 

クチュア成立の条件を準備してゆぐの” ある6 ,

しかし明治1 0年には，10 ；] 14 F1に買糸 3 貢 496匁 

を四賀村の此沢幸八に， 1 0月 2 5 日^：宮川村の浜房次 

郎,五味友左ェ門に器械糸 9 貨 39 1匁を売却 1>ており， 

第 2 0表 B * 明治11年，舰 入 ‘糸 売 上 _

仕 .入 ' 先 伽 格
生糸横沢 
出荷.辑

為•好企

6 月27日〜 
• 7 月 2011 地 尜 繭

1*]
*357. 895

n 匁 
5. 547

" - 円 ''

8 月 7 H
8 月 8 H 〜

i3 n 松本岌_ 191；04

8 月13IH 130.00
9 月 6 (3〜 

16日 松 : .ポ ' 339.326

9 月 则 120.00
9 月23日 : 8 .047
9 月 26R 50. 00
10 月 20 H 200.00
11•月 5 L1 200, 00
11ル 6 y 9 ‘ 112
11月 27 H : .811
12月 2 日 50. 00
12月25日

f . +r. •

150. 00
12年 1 月 8 日 60, 00

計 888. 225 23. 507 960‘ 00

* 手作分を除く：

売却は 1 0月に行んわれたのみで販売狃も 9 年とほと 

んど彘化がないのであるが，1 0年 f cなると借入金額は， 

「大宝愈 j に記されている酿りでは 3 月から 7 月迄に 

8 件 I 4 7 円となり，年求に辦A する金 f (が減少，し, m 
仕入資金の借乂という他格を増すとどもに；それは 50 

円 , 3 0 円七いう額のみそはなく , 2 5 円の落細致

墨を借受けている。 .

明治 8 年 9 年 10年の 3 ヶ牟にお〜、て, 初Y'の経常 

は餌年剩全が坐み出されXX、たものと拙傲される。 こ

m ( 046)

‘ こおける製糸資本の生成と村落構造の逆化（in)

の 3 ヶ年中龍が比較的明らかなのは明治 9 年である . むいており， 8 月 13 日に_ している/したがっず 

この年には，糸仕入代金が不詳であるので，贾糸荞地繭贸入资金と松本への贺入資，企め訃630円余が先

ず_ 達每れていなければな名鮮、舊セある。念れ迄ち

が

弗上げを除いてみても * この年は120円ほどの利益が 

生み出されそぉり， 明 治 10年は萷 . 糸仕入を除v 、て， 

その他费用は不明であるが , 黄糸のみで3 3 円 ,そし  

て，. IJj治 9 年と器械ダA生産m はほとん .ど蓮がないので， 

そ.の觀用を用^、て訃算すれば製糸による利益は 2 0 円 

弱で計 53 n ほどの剰余があったものと拙矩される。 

それに£1家農寒所得，小作米収入を加えれば，とめ時 

期の初平家では製糸器械を設置する把必要な資金の蓄 

積はなされ *Cいたと考えられるのでもる6 しかし，明 

铪 11年器械製糸を開始した年には， 繭購入金額めみ 

で 3 倍以上に壻加しておりその資金的手当がどのよう 

..になされたかが間題である。....1.

ぐ 明治 11年の繭仕入 , 糸販売状況 .によれば,春地藤 

$ 入は字作分を除いて約3 5 0円と前年に比し急増する 

のである。 8 月 7 日に横浜への第1 回目の出荷をなし，

‘ 8 月 1 3 日に為替金を 1 3 0円受取っている。 しみ、し, 

'すでに 8 .月 8 日に松本に24 1 円を持参して蔽買におも

いて叨らかにはしえなv、が,すくなくとも次のことが 

知られる。 「大屯患 j では明治 U 年には 4 ) j  22 \\に 

3.円借人れているこ ..とが記されている.のみである：,.•も.:， 

っとも：「大空患 j 「に記されている借入金の性格は， IJJJ 

らかではなぐ，実 は 「大宠患 j  •に記A 垚托七 

入金があることは明治1 0年代後半の r大盅忠』「歳一 

大空恵日記 j  r仕入大宝忠」を検討す名啦り_ 爾 _ ぎ  

る。 それゆえ , 明治 1 1年に借入金がなかったわけで 

はなく， r細糸大宙忠 j には？月よケ4 另 邊 分 签 福 :: 

6 0円と記入きれており， これは明治9 年の金利 1 6门 

の約 4 倍にのぼる.額であり/ むしろ，.この年には大傲 

の 借入がなされたとみるべきでぁ柄々と機雜卢  

ついてはなお不明である。：しかしぐ明治1 1 年^ 集^  
上高は，ほとんどすべて為替金セ受取って如り，迹常， 

浜沿用を .している場合には , 惜用分が楚引かれて,そ 

の分たけ為错金が送られるのであるがら，+この年にけ .

第 如 表 0 • 明治12 _ _ 入 •糸売上

..' . ... ' . ' ，.. .... ‘：. . , -

. ..， .'

爾 i士 入 洚 売 上 借 ......入 金 .''..

' 仕 '入 . ' 先 価 格 質 目 為 替 金 沿 入 先 金 ‘ 板
6 月 2公 日 ,■

飲 沢 商 / 占 300.00
6 月 2 1 日 〜 7 月 5 日 地 春 截 ネ314. 94
7 月 1 2 日 1 .940
7 乃 2 3 日 ハ : 65. 00
7 月  29 H .

地 . 夏 _• 50. 00
， 7 月 3 1 日 5 .149

8 月 1 H 165. 00
8 月 2 日 50.00
8 月 2 日 〜 6 日 松 本 裒 贿 240.40
8 月 1 0 日 • . 30. 00
8 )} 5 日 〜 9 月 U 日 地 夏 繭 111.797
8 月 2 1 日 3.605 ..
8 月 2 6 日 70,00
9 >3 5 H

200. 00'
9 J] 6 ロ 〜 1 1 日

塩 尻 秋 前 195.69
9 月 2 0 日 9.570 し .
9 B 28 日 邓 州 60.60

1 0 月 8 日 40,00
10 )i 22 0  * 15.00
11 M 28 日

レ k 381 ： 426.50** : ' ベ. 1 ..V ■

評 . 973.427 29. 645 847.982 .5 3 0 .0 0

林ごの販売先は高遠0 藤森源五左ュ丨“〗である4
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明治10年代における製糸資本の生成と f 丨蒗構造の変化（III)

一 業 務 ノ 威 張 j横浜問厘の前货はおこなわれなかっ .たものとみてよ .V' 

であ.ろうo 浜.借用がなされな力、づ’たとすれば赛满仕入 

資金は己資金以外に，近在の農民からかなりの借用 

がなされていたものと考えるべきであろうレ 

. 明治 11年器械製糸を間始するにあたって， 資金’関 

係はこれまで述べた以上のことはさしfcたろて明らか 

ではなぃが， 資金関係として31：要な点は 10年迄とこ 

となり横狖問屋との取引が開始されたことであるンこ 

: れは後述の製糸結社「朿英社 j の結成により，その社 

長の閲伊助を通じて横沢取引が行なわれるようになる 

のであり，浜借用がなされたとしても関丨片助を通じて 

組合員ヒ融通される。 したがって助が横浜との関係 

をとりしきってぃた為に，浜沿/nが初平 の r大宝愆 j  

には記栽されなかったことも考えられるのである。 こ 

のことは，横浜へ出荷した場合，その問橙がどこであ 

づたかも初平の「大茧患j に記されておらず， 明治 12 
.年 の 「觉逬」により渋沢商疝と取弓|があったろうこと 

が推測される状態である。

さて初平の経営では明治1 1年をさかいとして，生 

產した生糸は 12年 に 1 度の例外があるだけで,すべ 

て横浜へ出荷され，代金は為智で決済されるという転 

换が也ずる。 .これによって資金回転期間が短縮され，

繭購入に販売代金が充当されることによって購入贷は 

増加し，さらには，秋菌購入を可能とし，稼動期間を 

延長することになるのでもる。

このように横浜出荷，為替決済，浜借用が行なわれ 

るようになったことは，器械製糸マニュファクチュア 

発展にとって必要条件であったにせよ,ごめ条件は , 零 

細マニュファクチュアの形成当初においては，製糸結 

社を結成することによって初めて満たされるのである。 

湖掏村におぃて製糸結社束英社が成立した9 は , ，関初 

平 , 金子長内，関利右ェ門が器械製糸を開始するそ<5 

年で ‘ った4 製糸結社は共同出荷によ》) 荷ロを大嚴 * 

統一化して，横浜問屋との_ 接取引を行なぃ，資本回 

転速度を早め，共同保証による横浜問唐からの繭購入 

资金の導入を可能とするので务る。湖南村を中心とす 

る朿英社の成立にゎいては，先に引用した関五助の 

r製糸ュ関スル履歷及^ ?蹟 j  K 記されてV、るが， その 

.後の変遷を同じ資料によづて东せば次の如くである》 

英社

來英社ノ結ハレテヨV推サレテ社長トナリ社貝ト

図リ左ノ•明ニ努ム

一 . 生糸製造業ノ改皮発達

一菡種ノ改皮及養赉法の改善 

其後ノ経歴

爾来が助ハ公私両而に立チテ孜々経営シ来リシカ 

ドモ斯業上ノ抑識未ダ幼稚ナル時代ナレバ或ハ原料 

ニ ：1:地ニ水利ニ其他不測ノ职囚ヨリ毺々ノ障咨 v 米 

シ加へ商辦ノ波瀾バカ t i ク経済界ヲ製ヒ来リテ為メ  二 

云フべカラザル逆境ニ略 ! ) .'、ン琪屢ナ _ !1 シモ 细 --忍耐 

ト着突トラ皆トシ急迤ヲ避ケツツ衆心ヲ繫キ幾多ノ 

変遷ヲ経チ左述ノ発逹ヲナセリ  •

発 達 .

明抬十•年結社 社員四名 签数五十二

明治十四年 社員十名、 签数西九十

明治十五年 社員四名脱社六名釜数九十六

明治十八年 社員十名 签 数 踩 八 十 丨

同年 共h j揚返場及社事務所新設

同年 農商務省 )li英社商標登録

明治十九年 社员六名脱社四名釜数百廿五

明治廿」年 社员六名 釜数武百四十七

明治卅年 社員七名 釜数武百八十七

爾来逐年坳盔

明治四十式年 社眞七名 釜数六苗六十四

右ハ其経歴ノ梗概ニ テ該社長トシテ其問ニ於ケル 

経営上惨胆タル苦楚ハ艾云フへカラサルアリ殊ニ明 

治十四年ノ如キ_ ラズ横浜埤ニ於ケル外人トノ間-  

貿易上ノ紛糾ョリ数月間販路ヲ鎖サレシグメ非常ノ 

失敗ヲ被リ殆ント当社ヲシチ瓦解ノ姿ニ立到リシ.モ 

此間ニ処シテ堅忍不抜ノ精神ヲ以テ社員ノ勧奨ニ勉 

メタルョリ一同奮テ更ニ社則ヲ改正ッ虫糸検杳ノ方 

法ヲ厳ニ •ン製糸ニ一大改良ヲ加主依リテ以テ年々產 

額ヲ増加シ従テ横浜糸場ニ稍声価ヲ得ル二至レリ鍊 

ルニ明治十八年ニ至リ俄然価額ノ暴落ヨリ被ムリ，ン 

損害ハ実ニ多大ニシテ或パ脱社ヲ中出ッル者多ク玆 

ニ於テ见ュニ層ノ密発心ヲ起シ社員ノ団結心ト本社 

ノ維持ドニ力メタリシガ遂二四名ノ社負ト芄拾五签 : 

ヲ失フニ萆リ一時衰頹ノ淵ニ陥リシモ3 ：名ノ社員ト 

'和衷協同極力斯業ュ尽瘁シ以テ十九年度ニ於ケル効 

搌ヲ見ル二至レリ其後明治武拾苎年ノ如キ失敗ヲ来 

タ七シ啡アリシモ艱難ハ却テ持来ノ臾師友タルノ古 ' 

言ニ微シ年一年ム得タリ，ン経験ハ益々不屈示撓，志: 
操ヲ雜固ナラ、ンメ從々掣糸ニ改戾ヲ埘ベ漸次釜数ヲ 

, 梢加シm治二十九年度签数武西八十七產鄉五百有余 

捆 ニ 及 プ ン ’ ■：

製糸姑社來英社の機稱と機能に .;o V、ては，紙数の閱

120 卿 〉

係上 .別稿に.予定ぜざるを免 :ないので，. 関初平の経営レと 

関係させてみると, 初平は東英社結成当初からめメシ 

バ ^ であつた。■こ<6 メ :ノバ一は北真志斷め関研助を中 

心として , 他ば南真志野の金子長内,関利右ェ門であ 

つたと推測される。 明治 1 4年迄に 6 名 ,ノンバーは  

増加す名.が >...そ ''の氏名 .は_ らかでけを < 、 こめ 6 ’名の 

加入满はリ|用資料 }こ述べられているようにr横浜生糸 

賴所_ 件」 K i  l)打撃をうけてM 退し，由初の 4 名が 

.西び残るのである。 ここで明治 12牟以降め初平め経 

営の資金繰を声して , 明治 I4 年 v 1 S部頃め経営めあ 

:り方,」打搫め攀り方を探づ弋ゆと5 6 . :

■ 明治 12年ば初 5J他繭職入资金として淚沢商席め前 

贷を即 0,円うけ , 狰 地 久 額 は '3 6 0内とな4 てい名。 

そじズ 7 月 1 2 丨3 に出荷を始め , 7 月 2 3 日より8 月 2 
R 迄には為替金如6 内弱を4 丨5|にわたつセ唳取り， 8 

力 2 丨:丨から6 日まで2 5 0内を持参し弋松本に難入に

出向いている。 又9 月 5 ロには, ， 助を通じて200 
円前借し* .為替金とあわせて約270円持参して9 月 6 
日.よ.り11.ト日’迄 .塩尻方商に繭贸にお'もむいて.おり, ‘こ. 

の年は浪借用と為替金によって繭を郸夏三度にわたづ 

丈，総許102 7円貨入れると’いう資金の丨0)転を示して 

いるが金利として24 R を支払っているに過ぎなし、。 

そしてとの年および13年 は「大金忠j では借入がな 

されてし、ない。 •

さて明治1 3年は 5 月 28 ロ， 6:月 27 H r . 100内と； 

4 0 0円を関併助より1 0ガ 3 0 日迄借用しているが，こ 

れが浜仍•如であるか,銀行よりの借入であるかその先 

は記されていない。 との印奍地础イ丨:入額は 5 o o n 合に 

のぼり，M * 秋裉の优入資金は売上代金を以て充当し , 

総 計 1384円を社入れでいる。 明治 14伞には P }} 24 

H i  6 月 1 0 日に各 20 0 円を酣パ助を通じて 1 0刀 30 
f J迄傲持より借入しズんvるが銀行名は記されていない4

I；!

明」治 io牟代における製糸資本の生成と村落搆造め変化 ( m) 

第 2 0 表 d  .叨治 i 4 年繭仕入 • 糸 売 上 、

繭 . t t 入 ，糸 . ■ 売 _ _ 上 ， 借

仕 入 先 fiifi 格 M (3 % 替 金 借 入 %
■ 5 71 24 U

円 f£i
銀  ' 行

6 >i 10 日 . い .， ：：
銀 行

6 月 23 H〜 7 月 20 H 地 砟 繭 682.91
: 7 ル 2 7 日 11把 240.00

8 月 2 日
糸 . 前 借

8 )) 5 II 9 把

8 月 9 日 〜 1 2 日 松 . 本 471,85
8 月 10 H

糸 前 借

8 月 1 3 丨:丨〜23 ロ _地 _ _ _ . 元 _ 247. 06
8 ./J  14 R . 6 把

8 月 17 n 17. 00
8 刀 ：18 R

糸 前 借

9 月 j 2 日 9 把 50.00
ノ 9 月  2 H ~ 1 2  11 地 元 ‘ 39,00

9 n 7  ii 210.00
9 J J  15 ロ 地 ‘ 元 221.16
9 月 2 7 日 14把

10 月  2 H 100.00
‘ 1 1 月  5. B 50. 00

1 1 月 30 H
1 2 月 8 日 50. 00
1 2 月 1 4 日 5. 00
1 2 月 2 4 日

15年 1 月 鉍 白
.■ . : ： ■

100.00'
1 月 3 1 日 100. 00

計 1 ,661 .92 30ft988 922. 00

«JMVI.CUIVVIW iL*J. kW4WIJIUkW
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明fe io年代における，奉_資_木_の坐成と村落撙费の寒：H (J5 1  

第-2 0 表 E ♦明治 16年繭仕入.糸売上

m 仕 入 .■.糸 7JC 上 借 ' X 金

仕 丨 入 先 細 格 n  0. 為 枝 金 借 人 先 金 額

円 円 n
7 月 1 6 日 _岩波辰* 300. 00 ■
7 月 13 ロ〜1 7 卩 地 元 388. 23
8 月 3 日 • 10把 150. 00
8 月 13 F1〜17 0 地 . ' ，元 . 59. 48
8 月 1 & 日〜20 H 松 本 279.89
8 )\ 15 日 浜 商 吿 . 50.00
8 )\ 18 H . . / - 11把 175. 00
8 月 2 1 日〜 9 月 5 日 ..地 '_ _ 元 167.09
8 ；] 25 日 54.00 糸 前 借 . 50. 00
9 ^ 5 0 5把 ：35. 00

不 詐 作 久 郡 76.46
9 月 22 H 230.00
9 月 2 8 日 5 把 20. 00 » ：

1 0 月 9 日 ： i 、 . . : . . . ; 糸 前 借 20.00
1 0 月 1 2 卩 180. 00
1 0 ル 2 2 日 ; 20.00
1 0 月 2 3 日 ；60. 00
1 2 月 3 日 50.00
1 2 月 7 日 100. 00 ，. i '

' 1 2 月 9 日 100. 00
1 2 月 2 2 日 ； . 60.00

計 971.15 1,234.00 420.00

そしてこの年の6 月 2 3 日より7 月 1 0 日までに地春繭 

を 780.円仕入れ . 8 月 9 日から1 2 日に松本方面に458 

円持参して仕入れているが , この年には, 7 月 2 7 日 

為铙金 240円を受取ってより9 月 2 日まで為替金収入 

0 ほ と ん ど な ぐ そ の 間 8 月 2 日， 1 0 日，1 8 日の3 

度にわたり， 5 0 0円を•■糸替セ分前借j : しているP こ 

の前借は松本 '仕入資金と，地 「後繭 j 仕 入 2 4 ?円に，

7 月 .27 ロの為智金とともにあてられたものと思われ 

る。しんし売上金回収が遅れ,秋繭仕入が制約され 

27 2円にとどまってしまうのである。 •? :してと©年の 

1 2月と 1 月 1 ロには南興志EPの金子源五郎,田辺の伊 

藤提右ェ門の両名から100円と 200円，それぞれ借入 

していることが， 明治 1 4年に始まるす大定恵 j に■記 

されてお .り， この年以陴この「大宝想 j に記載される 

生として村内よりの借入金力U每如レ, 資金殺i p 苦しさ 

を示してくるのであ^^この年には関供助を通ずる出 

荷赀川• 沢借用金利は8 2 円 3 4钱，その他の金利が ,50 

円で奸 132円余の出荷我川と金利負担にのほ* り,経営 

も碲字になる。

明治 15年には，’上詉訪銀行より4 5 0円の融资を 10

月 3 0 目迄受け,#繭仕入高は明治 14年 と 大 痊 な い  

7 3 4円セあるが， との年も売上がはかどらず;村外へ 

夏繭仕入に出向かぬのはこの年のみであり , 秋繭も仕 : 
入れていない^ 結局為替金 .が入っ，て < る'のは大半が11 

月に入ってからであり , 浜借用も 8 ^17  N l O O R i  8 

月 23 0  5 0 円の 2 回のみサあり , こ々年の12月 雜  

. 北瑰志野の埤主中沢佐金治より100円，大熊の藤森半 

右ェ門から5 0 円玄借;り，：先にあげ^:田翅の伊藤長右 

チ門の 20 0 円考延長して ,おり,いずれも 2 割 (D高利を 

支払うにいたづ：Cいる。その他の者からの傦入もな.さ 

れていたこともあって,細ぉよび関伏助への諸雑用 

ロ錢負担ゆ1 7 0円ぶこ達し，糸取質を超過する負担とな 

っているのである々r  ヽ

かくして，明治 1 6年には*奍繭仕入资傘は銀行から 

も，横浜からも融通されず，舂祂繭仕久は :4 6 5 f j (内 

手作分？? .円) に減じ , 村民より^繭代金の借りあるい 

ゆ延払が塯加するのである，孓の年も為替金の初の受 

取が 8 月 3 13の，160円 h なっており，, 8 月下句以降 , 
為替企の収入はあるが,それはまとして雄代金の借0 

と延払め支払にあてられ仕入には多く充幽されえず，

明治10年代における製糸資本の也成と村落構造の逆化（贝)

6 [3
6 月 19 日

6 月 20 fl—23 B
6 29 n ~  7 n
7 n 8 n
7 >3 22 H
7 月 29 H
1 ；J 30 R
8 n 9 F-i
s n 10 H
8 月 4 日〜 13 n
8 H 14 11〜21 pi
8 月. 14 l：i .

8 月 21 f；l
8 n 26 rj
8 月 27 R
8 n 21 日〜 10 月

8 n 31 H
9 B 5 {J

25 H

3 R

9 y\ 6 H 
; 9 n i4 ii
9 月 1 6 日〜2 1 日 

9 月 1 9 日 

9 斤 2 1 日 

9 月 2 4 日：

1 0 月 3 日 

1 0 月 6 日

10 月 30 ロ 

1 1 月 5 日

11 W 5 ； H
12 月 1 1.1
i 2  n  a  i：i

第 .20,表

' 傭 .,

F  ♦叨治 17年繭仕入,*糸売上

a- 入

仕." .人..先

_

'.
,地

州

元

地

松

元

本

価 格

128. 65 
831.07

糸虎上為替金

地 元

88.65 
844. 88

750.47

339.12

130. 00 
107. 00 
10. 00 

400. 00 
250. 00 
25. 00

入 金

借 入 先  

上詉訪銀行

275. 00

245. 50 
15. 00 

360. 00 
200. 00

30. 00 
30/00 
45. 00 

120. 00
50.00
50.00 

250. 00
50.00 
40. 00

金 m
TJ

530.00
200.00

u 告 iso. 00
糸 前 借 100.00

糸 前 in- 100. 00

2, 982. 84 2, 682. 50

糸 前 借

波 多 野 氏

30.00

100.00

1/160.00

明治 1 6年の繭仕入高は1050円と明治 11年， 1 2年水 

準に低落する。 しかし阐侧cp下落もあって生糸生産通 

は 3 5货と，1 1年より 1 0質は超えている。

明治 16年には地狰繭を7 月 1 3 日から8 月 7 日まで 

7 月 19 B t での期間に約 4 0 0円仕入るのである 

が，その資金は，•離代金の借用，延払によるのみでは 

な < , 下伞乎の汆貨岩麩唇吿ょり7 月 1 6 日に300 R  
を一応 1 0月 30 n 限り，利子.2 割 7 分 5 座の商率で借 

り受けており，この時地所を:捃入れている。いま r歳 

内大维想料記」によって明治 1 6年以降 2 1年までの(19

年は資料欠除）月別の借入金高を；];す と （給26敦),織  

.年に.は，借入総額 1037「Tの:60%.が 7 月.に集中してい 

る。 1 1月を除いては侮月何がしかの沿入れがなざれ 

ているが， これは丨1常の落細な贷借も含まれておL  

件数とし,ては，初平の灾家の藤森宗沿より祖税公 i t  
日常物资o 立智が多くまたは商人からめ與掛も :含女 :: 

れているが， このような関係はかなり広範朋め;樣  

わたっている。 この年には，横沢よりの r糸前借J f t  

8 月2 5 日の5 0 円★ 10月 9 Hの 2 0円の計 7 0 円 過 ぎ  

ながった9 である• したがって, 地餾以外の化入れも

- m (651 ) — .
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明治 10尔代における製糸資本の生成と村辦構造の変化（u i )T~ " "' ~  ： ~ : — ~~   ：  -r—*

第 2 1 表 月 別 借 人 金 額および件数

m治 16 明 箄 17 明 治 18 明 铪 20 明 治 21

1 月 金 m TJ
40.40

R 
43. 83

' 円 .
0. 50 1 .177

円
35. 00

件 数 1 7 1 1 : . 1 .. .
2 月 、金

件

額

数

12.88
6

4 5 .22 ； 30.00

1

160. 00 
2

105.00
4

3 月 :金 m 50.346 60.20 150.57 57. 00 100.684
件 数 10 4 ! 3 8 4

4 月 .金 額 15. 64 5. 40 21.805 165. 64 185.00

\ 件 . 数 7 5 8 11 5
5 月 .金 額 15. 75. 283 0. 00: 740.946 717.681

件 数 4 9 0 6 11
. 6 月 金 額 6. 50 575. 055 321,00 250.50 997.225

# 数 ■ 3 3 2 6 7
7 .金 額 608. 7265 ' 20 .33 468. 4 2323.157 970. 00

件 数 18 2 10 55 13
8 月 金 m . 133.124 378.134 584. 25 755. 008 575.891

件 数 . 7 9 8 8 6
9 金 額 ■ 18.21 31 .00 365. 43 ' 62. 0 0 . 57.58

件 数 6 2 11 3 5
10 月 金 額 111.00 33. 70 4. 584 5. 25 0. 00

件 数 . 4 5 2 6 0
11 .月 金 額 0. 105. 60 32. 80 287. 252 2 .105

件 数 0 3 4 6, 0
12 月 金 額 25.8299 251.233 450. 00 90. 00 218. 673

件 数 10 4 4 3 7
計 額 1037. 6464 1624. 985 2429. 339: 4897.93 3966. 8375

{牛 数 76 56 54 115 63

. ( r m ) 70, 00 760. 000 849. 000 , 1384.055 1205. 691

8 月 1 5 日から2 0 日まで塩尻に先ず手持を 9 4 円持参 

し，近村の者から 5 0円を借入 ;f i , 1 8 日には為替金が 

180円届き， そのうち1 5 0円を仕入先まで送金しても 

らつて，2 7 3円仕,入れたにとどまり，秋_ も7 6 円仕入 

■■れたに過ぎなかったのである。

こめ年以降 2 0年迄どれほどの金利を支払ったか， 

経営上《0费 川 • 损益は柯も記されていないのであるが , 

明 治 1 7尔には签数を塯加し， 上詡訪銀行より6 月 1 

日 に 530十J, 6 月 1 9 「Iには藤森宗治名務で2 0 0円を 

俏り受け， 1000円の奍繭を7 月 10:日までに一举に仕 

入れている。そして 7 月 8 日に為替金を130円受取り 

以降 8 ガ 1 0 日迄に7 回， 922 H が入っている。8 月 14 

Hから 2 1 日迄， 松木力而に先ず4 9 8円持参し， 前年 

と同じ近村の溝から150 ixJ借入，さらに為啓金2 5 0円 

が偶けられ，社 900 KI余の繭を（丨:入れている。またこ 

の邮にほ秋繭も34 0円私他尻力 jfllで 9 月中句に仕入れ ,

_ 仕入総額は 3000円台に達し , 生糸生産 ‘ も 100赏 

を超し， ここに明治1 1年に次ぐ展開を遂げ， 以降明 

治 18年には生糸価格下落により停滞す :&が， 1 9年， 

2 0年と急速に初平は経営を拡大してゆくのである。 

明治 18年には , 宮川銀行より 9 0 0円の融資を受けて 

おり，以降，鏔行及び浜借用により繭仕入資金の手当 

がなされてゆくのであるが , 明治1 7 年において仏前 

牢に下金子の金贷耑波辰吉より借入した 30Q円が書き 

かえられており，また 1 2月には上詉訪の金贷より100 

円を借り受け，その他繭代企の借りと命りを加えると， 

約 8 0 0円にのぼっている。 又明治 1 8年も伊助を通じ 

てめ浜借用と銀行よりの借入を餘ぃて , 「明治-卜八年歳 

内大罡忠日記」によって借入金を盤迦してみると年度 

総 It十で1500円 を 俏 大 れ お り ，特 に 1 2月には近村の 

金货矢帱煌告より3 0 0円を 19部 5 月 3 0 日限で借入れ 

ている。そして，浜借用および銀行よりの借入は,絶
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耕 地 山 W その他 !訐 不出頭

明沿12 50 43 6 98 17
» 13 32 20 1 53 9
u 16 印 63 2 121 4
» 17 55 54 0 109 16
" 21 95 39 1 135 22

代における製糸資本の生成兰村获椹诰の亦ルィ

対額としては増加しているが，相対的にはそめ他の借 

入のが墦加し，特に地元繭代金の借りと®金あるいは 

预りが比近を高めて，経営的拡大 ]V■生座を促してゆく 

のである。 .

以上のごとく.関家の製糸経営の展開は• 明治い 年 

の器械製糸の開始。苋英社の結成を画期として，横浜 

出荷と為替制度による資金回転速度の高まりは，銀行 

融資と癀浜問屋前食と相まって，その後の発展を促進 

してゆぐ。 しかし明治14年 の 「横浜生糸筇所事件』

：あるし、は坐糸細格の大幅な変動は絶えず,繁細マニュ 

ファクチュブを破滅の淵に立たせるが,初平家の裏合 

それを染り切る物質的裁礎は農地所有にあったものと 

ぃ克よう。関家の売却による耕地移動をみると，それ 

は明治 1 4年と明治价 • 9 年に集中しており , 明治 n  

年ょ ' り 1 9年 ま で 8 反 2 献減少き せ て 、るのである。 

•また，経営の恶化に際しては，実家め藤森宗治を初め 

どする内の中農よりめ借入れ， また藤代金の借りが 

可能であつたのも「家j としての初平の村内にぉける

第 2 2 表惣代役務従事日数

ことが知ら.れ斧であろう? 資宇寧とし本•彼の行動は 

純粋に利潤を追求するのではなぐ共有山林，用水の . 

問題，役場の行政の代位等村落内部の諸関係をぼな；fi 

ては，労® 力 ♦ 繭の調達にお“ て，また■ 械製糸用めi 

水难の設置，その運転 fc必要な水の確保，,翹糸による 

待水の処理において , 製糸マキゴブナクデ:土叉としそ 

存 立 • 発 展 し え な い 条 件 が あ っ と ぼ 轉 し え な い '
のである。.

すでに述べたぐとぐ， 明治 10.年代の女 : pの異_ナ 

鳞しく，顧販売も自由に行今われているン1 ^ 、:し, ；そ : 
^ h： ：J -  ■ の女ュ：を供給し，繭を販売する農家のFjf坐產はなおネ，卜:

位^ 」 エミt 您 代 と し て の 社 会 的 地 _ 共 同 体 關 制 を 山 林 の 共 右 を 舰 い C, 脱しては 

初平が伍^ ^ もっ2 とと思ゎれる。ちなみに ’ いなかゥたのである。 このよ5 な村落描造を細とし 

S S 1 ニ ， 冗 鄉 に 従 事 し た て 製 本 マ ニ ュ フ ァ ク •チュァが成立 • 展開するとすれば，. 数 ノ 伍 长 您 代 日 5 b Jによって整理した表のみ乐せ製糸金融はかかる自主的展開のト •で，マニュファクチ

認 年 ょ り 3 0年代を取扱ぅ別稿にぉぃて娘 -
.. - ■ *

ま は 養 方 の 嶋 帽 嫌 系 .5 . : 中 嶋 細 直 〉
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